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特　別　会　計　　区　分 26年度予算額 25年度予算額 前年対比％
簡 易 水 道 76,320 96,340 ▲20.8

宅地造成事業 11,494 12,577 ▲8.6
下 水 道 173,860 165,363 5.1

農業集落排水 4,160 3,810 9.2

介 護 保 険 事業勘定 255,040 249,740 2.1
サービス事業勘定 1,599 1,157 38.2

土 地 取 得 35 35 1.7

国民健康保険 事業勘定 280,444 290,310 ▲3.4
直診勘定 7,889 9,800 ▲19.5

後 期 高 齢 者 医 療 27,723 25,740 7.7
財 産 区 8,488 8,316 2.1
小　　計 847,052 863,188 ▲1.9

一般会計・特別会計合計（Ａ） 1,962,552 1,962,288 0.0

平成26年３月定例会

 加悦中学校 改築工事着手　  ５億３,３８８万円
一般会計当初予算（骨格予算）

　

３
月
議
会
は
２
月
26
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
会

期
で
行
わ
れ
た
。
冒
頭
、
町
長
挨
拶
の
中
で

　
「
体
調
に
異
変
を
き
た
し
、
次
期
４
年
間
担
う
だ
け

の
体
力
に
自
信
が
持
て
な
い
」
と
町
長
選
挙
不
出
馬

を
表
明
さ
れ
た
。
12
月
議
会
で
は
最
終
仕
上
げ
を
し

た
い
と
の
出
馬
表
明
さ
れ
て
い
た
の
で
み
ん
な
驚
き

の
初
日
で
あ
っ
た
。
４
月
１
日
の
告
示
を
目
前
に
あ

わ
た
だ
し
い
な
か
、
町
民
生
活
の
安
心
・
安
全
に
向

け
た
骨
格
予
算
に
つ
い
て
熱
心
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ

た
。

　
一
般
質
問
は
12
名
の
議
員
が
行
っ
た
。水 道 事 業 会 計 区 分 26年度予算額 25年度予算額 前年対比％

収 益 的 収 入 17,478 14,509 20.5
収 益 的 支 出 （Ｂ） 18,482 17,260 7.1

資 本 的 収 入 51 50 2.2
資 本 的 支 出 （Ｃ） 7,306 7,422 ▲1.6

（単位　万円）

３
月
定
例
会
の
よ
う
す

　

町
長
及
び
町
議

会
議
員
選
挙
が
４

月
に
執
行
さ
れ
る

た
め
、
新
規
の
施

策
を
抑
え
、
義
務

的
経
費
を
中
心
に

編
成
さ
れ
た
「
骨

格
予
算
」
と
な
っ

て
い
る
。

　

主
な
内
容
は
社

会
保
障
関
連
費
の

増
加
や
懸
案
で
あ

っ
た
加
悦
中
学
校

の
改
築
事
業
に
着

手
す
る
こ
と
に
よ

り
、
平
成
25
年
度

予
算
を
上
回
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
財
源
確

保
に
む
け
て
昨
年

に
引
き
続
き
、
一

般
職
給
料
を
一
律

３
％
、
特
別
職
は

５
％
削
減
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、

各
種
補
助
金
に
関

し
て
も
団
体
・
個

人
・
企
業
と
も
に

５
％
カ
ッ
ト
を
お

願
い
す
る
な
ど
厳

平
成
26
年
当
初
予
算
の
概
要

 全員賛成で可決
　１11億５５００万円 区　　　　　分 26年度予算額 25年度予算額 前年対比％

一　般　会　計 1,115,500 1,099,100 1.5

・まちづくり人づくり補助金…   760 万円

・緊急雇用対策事業……………1,692 万円

・海の京都・美心与謝野事業…   650 万円

・子育て世帯臨時特例給付金…3,251 万円

・地域防災計画策定事業………   470 万円

・明石公民館新築工事…………9,513 万円

＜新年度の主な事業＞

建替えが予定されている明石公民館

し
い
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
「
与
謝

野
町
総
合
計
画
の
後
期
基
本

計
画
」「
第
２
次
行
政
改
革

大
綱
」
に
沿
っ
て
地
域
防
災

計
画
の
作
成
な
ど
住
民
の
安

心
・
安
全
を
最
優
先
し
た
骨

格
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

（単位　万円）

総事業費　244,683 万円　　平成 28 年度完成予定
財　　源　合併特例債 205,830 万円、国庫支出金 28,000 万円

総 合 計　Ａ＋Ｂ＋Ｃ 1,988,340 1,986,970 0.1

加悦中学校鳥瞰図
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一般質問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

Ｑ 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で
ま
ち
は
輝
い
た
か

Ａ 

輝
き
を
増
し
て
い
る
と
確
信
し
て
い
る

輝いている やすらの里

塩 見 　 晋

問
　
４
年
前
の
約
束
の
重
点
課
題
を
中
心

に
、
輝
き
度
を
見
て
み
る
と
、
自
治

区
活
動
、
や
す
ら
の
里
、
リ
フ
レ
は
よ
く
輝

い
て
い
る
。
現
在
進
行
中
の
加
悦
中
学
校
改

築
、
小
学
校
の
再
編
、
ご
み
処
理
施
設
、
産

業
振
興
、
ち
り
め
ん
街
道
は
輝
き
始
め
て
い

る
。
庁
舎
の
統
廃
合
と
役
場
組
織
の
見
直
し

は
曇
っ
て
い
る
。
下
水
道
分
担
金
の
時
効
や

教
育
委
員
会
の
収
賄
汚
職
な
ど
、
住
民
の
信

頼
を
損
ね
る
事
案
も
あ
っ
た
が
、
天
候
に
例

え
る
と
晴
れ
と
評
価
を
す
る
。

町
長
　
取
り
組
み
た
い
10
項
目
の
重
点

課
題
が
、
住
民
の
参
画
に
よ
り

動
き
出
し
て
い
る
。
住
民
と
の
協
働
が
町
づ

く
り
の
原
点
で
あ
り
、
人
が
輝
き
、
町
が
輝

く
よ
う
願
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
の
情
報
管
理

問
　
今
後
、
多
数
の
公
共
施
設
の
老
朽
化

が
進
み
維
持
補
修
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
地
方
財
政
が
厳
し
い
な
か
、
す
べ

て
の
施
設
補
修
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

　

利
用
者
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
お
り
、
公
共

施
設
総
量
の
検
討
を
す
る
「
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
の
策
定
が
重
要
課
題
と
な
る
。

町
長
　
合
併
後
の
規
模
に
見
合
っ
た
公

共
施
設
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

　

１
６
０
余
り
の
施
設
情
報
を
記
載
し
た

「
公
共
施
設
台
帳
」
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ 

在
宅
介
護
の
特
区
の
取
組
は

Ａ 

新
た
な
形
と
し
て
追
求
し
た
い

やすらの里 介護施設

問
　
福
祉
の
拡
充
で
介
護
が
必
要
な
人
へ

の
施
設
整
備
や
施
策
も
整
っ
て
き
た
。

個
々
人
が
送
っ
て
き
た
生
活
を
維
持
し
確
保

す
る
た
め
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
体
系
が
必
要

と
の
結
論
か
ら
特
区
制
度
を
導
入
し
て
は
ど

う
か
。
狙
い
は
介
護
費
用
の
抑
制
と
、
最
先

端
介
護
機
器
の
導
入
、
多
機
能
型
訪
問
サ
ー

ビ
ス
の
拡
大
等
で
飛
躍
的
に
高
齢
者
介
護
の

質
を
高
め
る
が
。

町
長
　
在
宅
福
祉
を
支
え
る
基
盤
は
飛

躍
的
に
増
加
し
た
が
、
家
庭
に

お
け
る
介
護
力
は
依
然
低
下
現
象
が
続
い
て

い
る
。
よ
り
身
近
の
中
で
、
支
え
合
い
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
め
ざ
す
必
要
が
あ

る
。
最
先
端
介
護
機
器
の
中
で
、
特
に
ア
ザ

ラ
シ
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
の

症
状
緩
和
に
も
役
立
つ
も
の
と
聞
い
て
い
る
。

消
防
団
強
化
の
対
応
は

問
　
消
防
団
の
装
備
や
処
遇
の
改
善
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

町
長
　
団
員
の
装
備
、
資
機
材
に
つ
い

て
は
順
次
計
画
的
に
更
新
、
報

酬
面
も
府
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
手
当
と

し
て
い
る
。

問
　
加
悦
第
３
分
団
の
詰
所
の
建
て
替
え

は
。

町
長
　
27
年
度
に
計
画
し
て
い
る
。

㔟籏 　毅

Ｑ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
町
の
農
業
を
ど
う
守
る
の
か

Ａ 

総
合
計
画
に
沿
い
、対
応
し
て
い
き
た
い

TTP に負けない農業を

伊 藤 幸 男

問
　
世
界
を
食
糧
危
機
が
襲
っ
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
す
れ
ば
農
水
省
試
算
で

も
穀
物
自
給
率
が
３
％
に
。
今
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反

対
は
多
数
派
。
自
由
貿
易
万
能
主
義
か
ら
食

糧
主
権
へ
は
持
続
可
能
な
社
会
を
求
め
る
世

界
の
流
れ
。
２
６
０
兆
円
を
超
す
大
企
業
の

内
部
留
保
を
数
％
還
元
す
れ
ば
、
経
済
を

活
性
化
す
る
道
が
開
か
れ
る
。
町
の
農
業
は

中
山
間
事
業
や
命
の
里
事
業
な
ど
を
活
用
し
、

農
家
ら
の
協
働
の
取
り
組
み
が
広
が
り
始
め

た
。
し
か
し
安
倍
政
権
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
前
提
の
農

政
改
悪
を
進
め
る
方
針
。
こ
れ
で
は
町
の
農

業
の
将
来
が
暗
い
。
①
ど
う
す
る
町
の
農
業

②
高
齢
化
が
進
み
独
居
世
帯
や
老
人
世
帯
が

急
増
。
国
の
社
会
保
障
削
減
で
年
金
が
減
ら

さ
れ
、
家
計
の
や
り
く
り
が
困
難
と
い
う
悲

痛
な
声
を
聞
く
。
低
所
得
層
へ
の
配
慮
は
、

町
と
納
税
者
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
。
こ

れ
は
町
の
課
税
権
の
課
題
。
納
税
は
毎
月
均

等
支
払
い
に
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
①
前
の
自
民
党
農
政
に
戻
り
、

大
き
く
変
わ
っ
た
政
策
に
柔
軟

に
対
応
し
、
総
合
計
画
に
沿
っ
て
、
大
手
量

販
店
等
の
取
引
先
と
の
連
携
、
再
生
産
に
見

合
う
米
作
り
、
特
Ａ
産
地
の
継
続
と
豆
っ
こ

米
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
に
取
り
組
む
。
②
考
え

て
い
な
い
。

「
一
般
質
問
」
は
定
例
議
会
の
み
行
わ
れ
る
も
の
で
、
行
政
全
般
に
わ
た
る
議
員
主
導

に
よ
る
政
策
論
議
で
あ
る
が
、
質
問
者
も
受
け
る
執
行
機
関
も
共
に
十
分
な
準
備
が
必

要
な
た
め
事
前
通
告
制
と
な
っ
て
い
る
。

「
質
疑
」
は
提
案
さ
れ
た
議
案
に
対
し
て
疑
問
点
を
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。
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Ｑ 

地
域
情
報
の
把
握
は
行
政
主
導
型
で

Ａ 

い
ざ
と
い
う
時
の
体
制
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る

すすむ高齢化

問
　
当
町
で
は
約
８
０
０
名
の
独
居
者
が

あ
る
。
ま
た
地
域
の
協
力
が
無
い
と

生
活
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
方
も
多
い
と

聞
い
て
い
る
。
い
ざ
と
い
う
時
は
勿
論
、
日

常
か
ら
連
絡
や
協
力
の
体
制
を
し
っ
か
り
と

行
政
主
導
型
で
管
理
を
す
べ
き
で
は
。
現
状

は
。副

町
長
　
行
政
主
導
型
と
地
域
で
の
取

り
組
み
を
上
手
く
組
み
合
わ

せ
て
き
ち
っ
と
し
た
体
制
づ
く
り
の
構
築
を

進
め
て
い
き
た
い
。

福
祉
施
策
に
つ
い
て

問
　
当
町
の
福
祉
施
策
は
府
下
で
も
最
先

端
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
感
謝
し

て
い
る
。
し
か
し
、
自
宅
で
介
護
に
あ
た
ら

れ
る
家
族
の
方
へ
の
支
援
や
、
移
送
を
お
手

伝
い
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
へ
の
ガ
ソ
リ
ン
代
や
保
険
代
の
一
部
を

支
援
す
る
な
ど
、
支
え
る
側
の
方
た
ち
へ
の

配
慮
も
大
切
な
福
祉
施
策
で
あ
り
、
も
っ
と

力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

町
長
　
家
族
介
護
者
の
懇
親
会
を
年
一

回
開
催
し
案
内
し
て
い
る
が
参

加
者
も
少
な
い
。
多
く
の
参
加
が
得
ら
れ
る

工
夫
を
今
後
も
検
討
し
た
い
。
地
域
の
移
送

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

補
助
の
区
分
の
範
囲
が
不
明
確
で
難
し
い
が
、

高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
む
今
後
の
状
況
を
考

え
る
と
必
要
性
も
あ
り
今
後
調
査
研
究
を
し

た
い
。

家 城 　 功

Ｑ 
産
業
振
興
の
提
言
を
ど
う
受
け
止
め
る

Ａ 

重
要
な
提
言
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る

織物訓練センター

問
　
第
１
期
産
業
振
興
会
議
の
皆
様
に
よ

り
提
言
さ
れ
た
「
与
謝
野
町
中
小
企

業
振
興
基
本
条
例
」
が
平
成
24
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
２
期
目
の
振
興
会
議
の
皆
様
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
昨
年
12
月
に
町
長
へ
「
提

言
書
」
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
、
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。
町
に
と
っ
て
産
業
振
興

が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
会
議
の

皆
さ
ん
の
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

４
月
か
ら
は
消
費
税
増
税
で
、
中
小
企
業

に
と
っ
て
は
更
に
経
営
も
厳
し
く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
の
な
か
で
、
地

域
経
済
の
担
い
手
で
あ
る
中
小
業
者
を
守
り
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
は
多
く
の
住
民

の
願
い
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

産
業
振
興
会
議
の
提
言
で
も
示
さ
れ
て
い

る
と
お
り
、
産
業
振
興
施
策
や
町
政
運
営
に

活
か
さ
れ
、「
行
政
の
責
務
」
と
し
て
早
急

に
具
現
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
。町

長
　
現
状
と
課
題
、
施
策
展
開
に
も

踏
み
込
ん
だ
具
体
的
な
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
産
業
振
興
と
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
の
重
要
な
提
言
と

位
置
づ
け
て
お
り
、
今
後
の
産
業
の
継
続
・

発
展
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

和 田 裕 之有 吉 　 正

Ｑ 

農
地
管
理
機
構
は
農
地
取
得
も
可
能
か

Ａ 

農
用
地
等
の
貸
付
を
目
的
と
す
る
も
の
に
限
り
可
能

増える遊休農地

問
　
①
京
都
府
の
管
理
機
構
の
進
捗
状
況

②
機
構
と
町
農
林
課
・
農
業
委
員
会

と
の
関
係
③
基
盤
整
備
と
農
地
取
得

町
長
　「
京
都
府
農
地
中
間
管
理
事
業
推

進
基
金
条
例
」
が
施
行
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
機
構
が
設
立
さ
れ
て
お
ら

ず
、
ま
だ
事
業
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
京

力
農
場
プ
ラ
ン
の
作
成
主
体
で
あ
る
町
と
機

構
は
、
農
業
委
員
会
と
も
密
接
に
連
携
を
図

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。「
農
地
中

間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、

「
農
用
地
等
の
貸
付
を
目
的
と
す
る
も
の
に

限
り
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
に
基
盤
整
備
が
ど
の
よ
う
に
関

係
す
る
か
は
定
か
で
は
な
い
。

パ
ソ
コ
ン
の
現
状
は

問
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
が
４
月
か
ら
停

止
予
定
だ
が
、
庁
舎
内
、
出
先
機
関

の
状
況
と
計
画
は
。

町
長
　
出
先
機
関
を
含
め
３
０
８
台（
７

-

１
２
９
台　
Ｘ
Ｐ-

１
７
９
台
）

で
あ
り
、
１
１
０
台
を
７
に
更
新
、
残
り
を

ビ
ス
タ
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
予
定
。

問
　
出
先
機
関
等
で
、
ネ
ッ
ト
接
続
の
速

さ
が
求
め
ら
れ
る
部
署
に
も
配
慮
さ

れ
て
い
る
か
。

町
長
　
企
画
財
政
課
長　

各
課
の
状
況

を
調
査
の
う
え
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ 

財
務
管
理
、徴
収
管
理
体
制
の
確
立
を

Ａ 

共
通
シ
ス
テ
ム
で
の
管
理
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る

加悦谷バイパス沿いの集積エリア

多 田 正 成

問
　
町
長
、
副
町
長
、
各
担
当
課
の
管
理

意
識
、
権
限
、
責
務
を
問
う
。

町
長
　
町
長
は
町
の
組
織
を
統
括
し
事

務
を
管
理
し
、
執
行
す
る
。
副

町
長
は
町
長
を
補
佐
し
、
町
長
の
命
を
受
け
、

政
策
と
企
画
を
つ
か
さ
ど
り
、
ま
た
町
長
の

指
揮
監
督
を
受
け
副
町
長
以
外
の
職
員
が
担

任
す
る
事
務
を
監
督
す
る
。

問
　
法
に
定
め
ら
れ
、
そ
の
通
り
だ
が
、

管
理
意
識
が
問
題
で
は
な
い
か
。

町
長
　
い
ず
れ
に
し
て
も
町
長
、
副
町

長
、
職
員
全
体
が
法
令
等
を
順

守
し
、
適
正
に
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　
管
理
意
識
は
当
然
の
こ
と
、
管
理
体

制
に
共
通
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
。

副
町
長
　
共
通
シ
ス
テ
ム
管
理
の
必
要

性
は
認
識
し
て
い
る
。
今
後

の
検
討
課
題
だ
。

商
業
集
積
エ
リ
ア
の
考
え
方

問
　
当
町
の
商
業
集
積
エ
リ
ア
の
国
道
沿

い
は
農
業
振
興
地
域
か
ら
除
外
さ
れ

て
い
る
。
大
型
店
の
出
店
も
噂
が
出
て
い
る
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
店
舗
規
模

な
ど
一
定
の
規
制
が
必
要
で
は
。

町
長
　
各
種
法
令
等
に
基
づ
い
た
進
出

は
拒
む
こ
と
は
出
来
な
い
が
、

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
の
関
係
も

あ
り
、
大
型
店
の
役
割
に
つ
い
て
強
く
要
望

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
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Ｑ 
協
働
の
町
づ
く
り
が
大
き
く
前
進

Ａ 
重
要
な
視
点
で
永
遠
の
テ
ー
マ

進む 命の里事業

問
　
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
に
基
づ
く
、

産
業
振
興
会
議
の
取
り
組
み
。
命
の

里
事
業
や
リ
フ
レ
か
や
の
里
な
ど
の
農
業

の
取
り
組
み
。
地
域
で
高
齢
者
を
見
守
り
支

援
す
る
与
謝
野
町
流
地
域
包
括
ケ
ア
の
取

り
組
み
。
公
民
館
活
動
や
防
災
の
取
り
組
み

な
ど
、
こ
の
４
年
間
で
与
謝
野
町
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
は
大
き
く
前
進
し
た
。
こ
れ

は
、
太
田
町
長
の
力
は
す
ば
ら
し
い
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
、
職
員
、
議
会
な

ど
が
力
を
合
わ
せ
て
進
め
て
き
た
も
の
と
思

う
。
野
田
川
町
時
代
か
ら
の
１
９
年
間
の
町

長
職
、
ご
苦
労
さ
ん
で
し
た
。
私
も
、
引
き

続
き
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

が
、
町
長
も
体
を
大
切
に
さ
れ
、
ご
活
躍
く

だ
さ
い
。

町
長
　
総
合
計
画
の
、
自
助
、
協
助
、

商
助
、
公
助
の
理
念
に
基
づ
き

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
言
わ
れ
る
通
り
、

様
々
な
分
野
で
、
協
働
の
取
り
組
み
が
進
ん

で
き
た
。
こ
れ
は
、
み
ん
な
の
力
が
合
わ
さ

っ
て
で
き
た
も
の
。
今
後
も
引
き
続
き
前
進

す
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

Ｑ 

災
害
時
応
援
協
定
の
選
定
理
由
は

Ａ 

町
の
規
模
が
比
較
的
近
い

災害時対応は万全

問
　
地
震
・
風
水
害
、
そ
の
他
の
災
害
等

に
お
い
て
、
島
根
県
津
和
野
町
、
三

重
県
明
和
町
、
奈
良
県
斑
鳩
町
の
３
町
と
災

害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
た
が
、
そ
の
３
町

を
選
ば
れ
た
理
由
は
。
ま
た
、
各
町
の
訓
練

に
担
当
者
が
交
流
す
る
こ
と
で
、
内
容
の
充

実
が
図
れ
る
と
思
う
が
。

町
長
　
遠
隔
地
域
は
、
お
互
い
に
同
一

災
害
に
よ
る
被
災
の
可
能
性
が

低
い
こ
と
と
、
町
の
規
模
が
同
程
度
で
あ
る

こ
と
が
協
定
を
締
結
し
た
理
由
で
す
。

応
援
協
定
に
基
づ
い
た
相
互
訓
練
を
す
る
こ

と
の
重
要
性
は
極
め
て
高
い
と
考
え
て
い
る
。

昨
日
の
防
災
訓
練
で
は
、
３
町
と
情
報
伝
達

訓
練
を
実
施
し
た
。

岩
滝
大
名
行
列
の
開
催
は

問
　
平
成
23
年
に
行
わ
れ
た
大
名
行
列
の

今
後
の
開
催
計
画
を
問
う
。

町
長
　
保
存
会
を
中
心
に
平
成
33
年
開

催
を
目
標
に
実
行
委
員
会
の
組

織
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
必
要
額
の

積
み
立
て
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
必
要
経
費

の
圧
縮
を
進
め
、
支
出
項
目
の
見
直
し
、
行

列
規
模
の
縮
小
な
ど
も
保
存
会
と
連
携
し
て

検
討
す
る
。

宮 﨑 有 平 野 村 正 八

Ｑ 

若
者
世
代
の
声
を
町
政
に

Ａ 

若
者
の
気
概
に
期
待
し
た
い

若者が住むまちに

問
　
与
謝
野
町
に
お
い
て
も
少
子
化
が
進

ん
で
い
る
。
人
口
に
占
め
る
若
年
者

の
比
率
の
低
下
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
若
者

の
声
が
政
治
の
現
場
に
反
映
さ
れ
に
く
い
状

況
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。　

　

当
町
が
持
続
可
能
な
ま
ち
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
は
、
将
来
を
担
う
世
代
の
声
が
よ
り

届
け
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
の
確
立
と
若
者

政
策
の
推
進
体
制
を
よ
り
強
固
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

町
長
　
若
者
世
代
が
当
町
で
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
、
産
業
・
子
育
て
・

教
育
な
ど
幅
広
い
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。問

　
確
か
に
将
来
世
代
に
対
す
る
取
り
組

み
は
幅
広
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
施
策
に
し
て
い
く

た
め
に
は
、
当
事
者
た
ち
の
意
見
を
体
系
的

に
集
約
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
べ
き
だ
。

町
長
　
な
ん
で
も
や
っ
て
や
ろ
う
と
い

う
気
概
が
若
者
の
魅
力
。
役
場

に
頼
ら
な
く
て
も
よ
い
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
。

Ｑ 

ま
ち
づ
く
り
観
光
海
の
京
都
と
地
域
振
興

Ａ 

民
間
主
導
で
自
走
で
き
る
仕
組
み
と
人
を
創
る

“海の京都”で地域振興を

問
　
官
も
民
も
同
じ
与
謝
野
町
を
愛
す
る

仲
間
、
テ
ー
ブ
ル
が
熱
く
な
る
ほ
ど

皆
で
語
っ
た
現
状
と
課
題
。
海
の
京
都
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
を

具
体
化
し
て
い
く
の
に
は
、
ま
ず
、
天
橋
立

駅
改
修
の
よ
う
に
「
み
え
る
」
事
業
が
必
要

で
あ
る
が
。
本
町
は
「
着
地
型
観
光
」
の
先

進
地
に
な
れ
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
。

町
長
　
昭
和
モ
ダ
ン
の
町
並
み
づ
く
り

を
ち
り
め
ん
街
道
で
実
行
す
る

こ
と
。
地
元
の
産
品
を
活
用
す
る
こ
と
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
行
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
前
進
さ
せ
る
。
こ
の
取
組
み
が
、

町
全
体
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
、
町
の
観

光
振
興
、
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。

公
共
施
設
の
統
廃
合
を

問
　
国
は
、
公
共
施
設
を
撤
去
す
る
た
め

の
「
地
方
債
」
を
認
め
る
と
し
た
。

人
口
減
少
や
市
町
村
合
併
で
公
共
施
設
が
過

剰
に
な
り
始
め
て
い
る
か
ら
だ
。「
撤
去
債
」

（
仮
称
）
発
行
を
希
望
す
る
自
治
体
に
は
「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
作
成
を
求
め

て
い
る
が
。

町
長
　
こ
の
計
画
の
策
定
は
当
然
行
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
民
皆
で
検
討
す
る
資
料
作
成
に
取
り
組
み

始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

杉 上 忠 義山 添 藤 真
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Ｑ 
三
河
内
東
本
線
か
ら
中
央
線
を
水
戸
谷
ま
で

Ａ 
今
日
ま
で
の
投
資
を
将
来
に
活
か
す
こ
と
は
重
要

残土置き場の野田川中央線

問
　
野
田
川
中
央
線
は
平
成
５
年
に
工
事

が
中
断
、
何
等
進
展
の
な
い
ま
ま
20

年
の
歳
月
が
流
れ
た
。

ま
た
三
河
内
東
本
線
も
、
奥
山
川
ま
で
の
行

き
止
り
。

中
央
線
が
２
７
７
ｍ
、
工
事
費
約
一
億

円
。
三
河
内
本
線
は
６
８
１
ｍ
、
工
事
費
約

２
億
６
千
万
円
が
投
資
さ
れ
て
い
る
が
、 

こ

の
ま
ま
で
は
宝
の
も
ち
ぐ
さ
れ
に
等
し
い
。

『
為
せ
ば
成
る
、
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も
』

南
北
線
は
町
の
メ
イ
ン
道
路
で
あ
り
、
東
西

線
は
連
絡
道
で
あ
る
。

東
本
線
か
ら
中
央
線
に
、
そ
し
て
水
戸
谷
ま

で
延
伸
す
れ
ば
、
町
の
活
性
化
、
災
害
時
の

有
効
活
用
も
出
来
る
。

『
与
謝
野
町
が
丹
後
の
中
心
』
を
目
指
し
、

今
日
ま
で
の
投
資
を
活
か
す
工
夫
が
必
要

だ
。 

町
長
　
三
河
内
東
本
線
は
概
略
設
計
を

実
施
し
た
。
方
線
上
に
大
藪
団

地
が
あ
る
。
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
と

の
整
合
を
計
り
三
河
内
明
石
線
ま
で
の
接

続
を
進
め
た
い
。

　

中
央
線
は
す
で
に
買
収
用
地
も
あ
り
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
が
必
要
と
思
う
。

「
町
の
将
来
に
向
か
っ
て
時
間
を
掛
け
て
も

投
資
を
無
駄
に
せ
ず
将
来
構
想
を
」
に
つ

い
て
は
、
将
来
に
活
か
す
方
向
は
重
要
で

あ
る
と
思
う
が　

私
か
ら
の
発
言
は
控
え

た
い
。

井 田 義 之

請
　
願

意
見
書

提
出
者
▼　

文
教
・
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長野村　

生
八

　
（
全
員
賛
成
で
採
決
）

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
・
肝
硬
変
・
肝
が
ん
患
者
に
対

す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
並
び
に
検
査
体
制
の
拡

大
強
化
を
求
め
る
意
見
書

請
願
者
▼
連
合
京
都
北
部
地
域
協
議
会
議
長　

後
藤　

義
邦
氏

紹
介
議
員
▼　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
吉　

正　

　
（
全
員
賛
成
で
採
択
）

雇
用
の
安
定
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
に
関
す
る

請
願
書

反
対

賛
成

野
村
生
八

和
田
裕
之

有
吉
　
正

杉
上
忠
義

塩
見
　
晋

宮
﨑
有
平

伊
藤
幸
男

浪
江
郁
雄

家
城
　
功

山
添
藤
真

小
林
庸
夫

多
田
正
成

井
田
義
之

糸
井
滿
雄

㔟
簱   

毅

谷
口
忠
弘

今
田
博
文

赤
松
孝
一

3：14 ○ ○ × × × × ○ × × × × × × × × × × ―

３ 月 定 例 会  賛 否 一 覧
○印は賛成　×印は反対　

（議長は賛否同数の時のみ態度を表明し、議案成否を決定します）
賛否の分かれた議案のみ掲載

●
27
年
以
上
在
職
者

伊
藤　

幸
男 

議
員

●
15
年
以
上
在
職
者　

勢
旗　
　

毅 

議
員

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　

こ
の
２
年
間
、
広
報
委
員
会

で
は
与
謝
野
町
の
明
日
に
向
け

て
議
会
活
動
は
何
が
で
き
て
い

る
の
か
、
町
の
現
状
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
な
の
か
、
こ
の
よ
う

な
情
報
の
一
端
を
限
ら
れ
た
紙

面
で
編
集
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
充
分
伝
わ
り
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
と
い

う
根
本
的
な
大
き
な
流
れ
が
急

速
に
進
行
す
る
な
か
、
住
民
生

活
の
維
持
向
上
に
む
け
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
は
町
民
の
皆
さ

ま
の
協
力
が
一
層
求
め
ら
れ
る

時
と
思
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
も
４
月
か
ら
は

新
体
制
の
も
と
、
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
す
が
引
き
続
き
ご
指
導

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

広
報
委
員
長　

小
林
庸
夫

副
委
員
長　
　

伊
藤
幸
男

　
　
　
　
　
　

糸
井
満
雄

　
　
　
　
　
　

今
田
博
文

　
　
　
　
　
　

野
村
生
八

　
　
　
　
　
　

宮
崎
有
平

　
　
　
　
　
　

山
添
藤
真

編
集
後
記

ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
・
肝
硬
変
・
肝
が
ん
患
者
に
対

す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
な
ど
に
関
す
る
請
願
書

子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
す
す
め
る

た
め
の
教
育
予
算
増
額
、
教
育
諸
条
件
の
整
備
・

充
実
を
求
め
る
請
願
書

大
型
小
売
店
舗
の
秩
序
あ
る
町
内
進
出
に
関
す
る

請
願
書

請
願
者
▼
与
謝
野
町
商
工
会
会
長　

安
田　

光
孝
氏

紹
介
議
員
▼　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口　

忠
弘　

　
（
全
員
賛
成
で
採
択
）

雇
用
の
安
定
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者
▼　

産
業
・
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長 

多
田　

正
成

　
（
全
員
賛
成
で
採
決
）

●
11
年
以
上
在
職
者

杉
上　

忠
義 

議
員

谷
口　

忠
弘 

議
員

京
都
府
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

インターネットによる議会ライブ中継の終了について

　与謝野町議会では、インターネットによる本会議のライブ中継を、セキュリティ（安全性）の関係により、

平成 26 年 3 月末をもって終了することといたしました。4 月以降は、与謝野町有線テレビ（ＫＹＴ）に

よる生中継及び録画放送でご覧いただきますようお願いいたします。

お知らせ

表
　
彰

請
願
者
▼
舞
鶴
ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
を
考
え
る
会
代
表　

三
宅　

あ
き
氏

　
　
　
　
　

世
話
人　

与
謝
野
町
男
山　

竹
島
香
代
子
氏

紹
介
議
員
▼　
　
　
　
　
　
　
　
　

糸
井　

満
雄　

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

請
願
者
▼
与
謝
野
町
三
河
内　
　
　

上
山　

昭
司
氏

紹
介
議
員
▼　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

幸
男　

　
（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

子どもたちにゆきとどいた教育をすすめるための教育予算増額、教育諸条件の整備・充実を求める請願書



町内では最多の登録人数の「ちびっこ元気クラブ」。加悦小・
中グラウンド前の道を挟んだ「加悦福祉センター」の二階にあ
ります。
階段をあがると、保育室。玄関入ってすぐの廊下には指導

員とかわいい魚が子ども達の帰りを今か今かと待っています。
うがい・手洗いの後は、お楽しみの『おやつ』。お友達との

会話を楽しみながらほおばります。おやつの後は、宿題をがん
ばる子、ごっこ遊びを楽しむ子、縄跳びで思いっきり体を動か
す子とさまざまです。
ある日たくさんいただいた新聞紙を活用して、『新聞プール』

が完成。お友達や指導員に向かって投げ合ったり、布団にして
寝てみたり、新聞にもぐってかくれんぼや宝探しをしたりして、
狭い保育室の中で思いっきり手足をのばして遊ぶことができま
した。
もうすぐ新学期。新一年生

も加わり、学童の雰囲気も変
わると思いますが、上級生の
お兄ちゃんお姉ちゃんが引っ
張っていってくれることを期
待します。

ちびっこ元気クラブ

丹
後
王
国
古
墳
公
園　

保
存
会
合
同
会
社

　
与
謝
野
町
立
古
墳
公
園
は
、
昨
年
四
月
よ

り
町
の
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
「
丹
後

王
国
古
墳
公
園
保
存
会
合
同
会
社
」
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
顧
み
る
こ
と
こ
の
一

年
、
春
の
子
供
ま
つ
り
、
秋
の
プ
ロ
に
よ

る
ラ
イ
ブ
、
冬
の
そ
ば
打
ち
体
験
を
行
い
、

皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
無
事
大
成

し
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
年
目
の
今
年
は
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
デ
ビ

ュ
ー
し
ま
す
。
名
前
は
「
は
に
ご
ん
」、
昨

秋
の
ラ
イ
ブ
時
に
命
名
し
ま
し
た
。
一
つ

自
慢
さ
せ
て
頂
く
と
「
は
に
ご
ん
」
は
全

て
ス
タ
ッ
フ
の
手
作
り
で
す
。
雪
降
る
時

を
利
用
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
時
に
は

右
往
左
往
し
な
が
ら
完
成
し
た
次
第
で
す
。

　

町
民
の
方
か
ら
も
、
来
園
の
お
客
様
か

ら
も
「
綺
麗
な
公
園
」
の
お
言
葉
を
幾
度

と
な
く
頂
き
、
春
に
は
枝
垂
山
桜
も
咲
き

ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
す
ぐ
お
そ
ば
に
立

派
な
古
墳
や
、
太
古
の
呼
び
名
「
タ
ニ
ワ
」

の
と
お
り
、
秋
に
は
黄
金
一
色
の
美
し
い
景

色
が
一
望
で
き
ま
す
。
ふ
る
さ
と
再
発
見

と
し
て
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。
も

ち
ろ
ん
手
作
り
「
は
に
ご
ん
」
と
お
出
迎

え
い
た
し
ま
す
。

与
謝
野
町
立
古
墳
公
園

がんばってい
ます
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